
　あいにくの小雨模様でしたが、会場の駅北観光インフ
ォメーションセンター周辺では、アイヌ文化の発信を軸
に、白老アイヌ協会の皆さんが古式舞踊を披露したほか、
オハウの無料提供やアイヌ文化の体験ブースも店開きし
ました。野菜の直売のテント、キッチンカーなど地元事
業者の出店もありました。
　特設ステージでは、しらおいＧenキングダンスクラ
ブと北海道栄高校ダンス部がダンスを披露。同校の細川
杏奈さん（３年）は「学校以外の場所で踊るのは初めて
でしたが、楽しく踊れました」と、数少ない発表の場に
興奮していました。ゲストのＨＡＭＢＵＲＧＥＲ　ＢＯ
ＹＳや金子智也さんの笑いを誘う軽妙トークなど、久々
の“夏祭り”で盛り上がりました。（７月16日）

　マジシャンやピエロのパフォーマンスショー、各種工作体験、景品がもらえるクイズラリーなど、夏
休みの思い出になるイベントが盛りだくさん！綿あめやヨーヨー釣りなど縁日気分も味わえます。

　関係団体の提供するさまざまな催し物を気軽に楽しみながら本町の歴史に親しんでもらう“資料館ま
つり”です。
日　時　８月11日（木曜・祝）９時30分～13時　※同時間帯に限り入館料は無料です。
会　場　仙台藩白老元陣屋資料館および陣屋跡
内　容　アイヌ古式舞踊や虎杖浜越後踊りをはじめ、よろい・かぶとの試着、野点（お抹茶）、手焼き

せんべいの体験、吟詠、クイズラリーなど盛りだくさん。白老東高校生徒が館内ガイドをしま
す。

参加費　300円（小学生以上）
参加団体　資料館友の会、白老民族芸能保存会、虎杖浜越後踊り保存会、地域文化研究会など。
　　　　　※藩士墓地供養祭は前日の10日９時から緑町三区町内会の祭典実行委によって挙行されます。
詳　細　元陣屋資料館　☎８５－２６６６

　知里真志保（1909～1961）は、『アイヌ神謡集』の編訳者の知里幸
恵の弟で、代表的な著書に『分類アイヌ語辞典』や『地名アイヌ語小
辞典』などがあります。これらは現在に至るまでアイヌ語やアイヌ文
化研究に欠かせないものとして評価されています。本展示では、各章
に資料をまとめ、見どころを紹介。真志保の肉声を含む約７分の解説
映像など、約210点の展示資料を駆使して今に受け継がれる彼の研究
を振り返っています。これだけの資料が一堂に会するのは初といわれ
ています。
【関連イベント】
　◆８月11日（木・祝） 　13時30分～14時30分
　　　　　　　　　　　講演会「知里真志保の調査・研究の足跡」（同博物館資料情報室長・田村将人）
　◆８月13日㈯、14日㈰　14時～14時45分　夏休みの子ども向けイベント「言語学者になってみよう」

ポロトミンタラフェス2022第１弾
　　「ウポポイ開業２周年＆音楽フェスティバル」
　　アイヌ古式舞踊や子どもたちのダンス披露で雨吹き飛ばす

─── ８月のポロトミンタラフェス2022は「ポロトミンタラこどもまつり」 ───
８月11日（木・祝）・12日㈮　10時～15時

８月21日まで


